


ハ
ッ
ビ
が
お
似
合
い

お
お
む
ら

夏
越
ま
つ
り

写
葺
特
集

8
月
1

・
2

・
3
日
の

3
日
間
で
延
べ
お
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
。
お
お

い
に
楽
し
み
ま
し
た
か
。
こ
の
夏
の
思
い
で
を
胸
に

ま
た
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

夜
庖
で
に
ぎ
わ
う
花
火
大
会

まてつま
、
き1U
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まつりを盛り上げた太鼓の響

元気にミツコ夕、ンス

夜空をこがした大輪の花

勇壮な木場龍踊

華麗な下鈴田浮立

£ 

沖縄からの工イサ一

太鼓今年の祭に花

を添えました。
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力強さが魅力のホーク太鼓

おもむき

趣のあった大村獅吾舞

以シ
笑顔がいいですね。

金魚、すくいも楽しかったね。

若さいっぱいのくじら太鼓
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国
道

4
4
4
号
大
村
・
鹿
島
間

道
路
開
通
促
進
期
成
会
総
会
開
催

。7
/
M
0
・パ
l
ク
ベ
ル
ズ

災害時の専用電話を設置

もしもの時は、

怨53蘭5999へ

国
道
4
4
4
号
大
村
・
鹿
島

間
道
路
開
通
促
進
期
成
会
(
会

長
甲
斐
田
園
彦
大
村
市
長
)

の
総
会
が

7
月

m日
に
大
村
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
建
設
省
、
長

崎
・
佐
賀
両
県
選
出
国
会
議
員

は
じ
め
大
村
・
鹿
島
両
市
の
関

係
者
が
出
席
し
、
今
後
の
取
組

み
と
し
て
、
大
村
・
鹿
島
問
の

早
期
開
通
に
向
け
て
国
・
県
に

対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
こ

邑

と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

.. ・天気予報で大雨洪水警報などの各種警

報が出された場合、市役所に災害警戒(対

策)本部が設置されます。

市民の皆様からの被害状況など、緊急

時の通報・情報が直接、本部につながり

緊急事態への即応体制の確立を図るもの

です。

安全対策課(内線 21 7) 問い合わせ

市役所にダイヤルイン(直通)
が設置されました

設置場所 電話番号 設置場所 電話番号

教 育 長 ③7237 監査事務局長 ⑬5938 

オフィスnカディア担当理事 ⑬6232 企画調整課長 @5964 
総務部長 ⑬6258 秘書広報課長 ③7096 

財政部長 @5944 総務課長 ③7028 

環境部長 ⑬7103 人事課長 ⑬7095 

福祉保健部長 ⑬7233 財政課長 ⑬6227 

農林水産部長 ⑬7036 安全対策課長 ⑬6229 

商工部長 ⑬7184 防災対策係 ⑬6266 

建設部長 @7156 交通防犯係 ③6256 

教育次長 ⑬7263 総務課庶務係 ⑬5955 

教育委員会理事 ⑬7298 総務課行政係 ⑬6225 

議会事務局長 ③7436 

大
村
・
東
彼

地
域
振
興
協
議
会
総
会
開
催

大
村
・
東
彼
地
域
振
興
協
議

会
(
会
長
甲
斐
田
園
彦
大
村

市
長
)
の
総
会
が
7
月
9
日
に

大
村
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
大
村
市
、
東
彼

杵
町
、
川
棚
町
、
波
佐
見
町
の

各
市
町
長
お
よ
び
各
議
長
な
ど

が
出
席
。
今
後
の
取
組
み
と
し

て、

J
R
大
村
線
の
整
備
・
充

実
、
国
道
担
号
の
早
期
拡
幅
、

新
幹
線
長
崎
ル
l
ト
の
整
備
促

進
な
ど
の
交
通
基
盤
の
整
備
や

長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局
お

よ
び
川
棚
出
張
所
の
存
続
な
ど

に
つ
い
て
、
国
・
県
に
対
し
て

強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。

訓
練
に
励
む
大
村
市
消
防
団
員

大
村
市
消
防
団
の
夏
季
特
別

教
養
訓
練
が
8
月
日
日
間、

福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
約
1
6
0

人
、
新
任
団
員
の
消
防
に
関
す

る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習

得
、
幹
部
団
員
の
指
揮
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
さ
せ
る
普
通
救
命
講
習
が
あ

り
、
午
後
か
ら
は
、

J
A
大
村

グ
ラ
ン
ド
で
分
列
行
進
、
ホ
ー

ス
延
長
な
ど
の
実
技
訓
練
に
真

自
主
防
災
会
訓
練

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ili--L 

(
8
/
叩
・

J
A
大
村
グ
ラ
ン
ド

(8/3・寿古町)

寿古町内会は、自主防災会の防災訓練を8月

3日(日)、寿古公園などで実施しました。

訓練内容は、避難訓練、初期消火訓練などで、

てきぱきと行動され、日ごろの心がけと防災意

識の高揚を図りました。
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
い
じ
め
な
く
す
運
動
」

7

/
初
・
市
民
会
館
)

姉妹都市友好の懸け橋に

を
開
催

7
月
初
日
旬
、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
い
じ
め
撲
滅
、
非

行
・
事
故
防
止
「
決
起
集
会
」

お
よ
び
大
村
区
「
中
学
・
高
校

生
弁
論
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。決
起
集
会
で
は
、
い
じ
め
撲

滅
へ
の
「
決
意
表
明
」
や
、
市

内
各
中
学
・
高
校
生
の
代
表
に

よ
る
「
い
じ
め
を
な
く
そ
う
宣

言
」
「
非
行
・
事
故
防
止
宣
言
」

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

弁
論
大
会
に
お
い
て
は
、
大

村
東
彼
杵
地
区
の
各
中
学
・
高

校
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
生
徒

(
中
学
生
時
人
・
高
校
生
7
人
)

が
少
年
の
非
行
防
止
・
健
全
育

7月28日付けで大村市国際交流員として、
ミゲル・オリベイラさんが着任されました。

リスボン出身で、平成10年7月末まで滞在。
国際交流事業や住民との交流を通して国際交
流の推進役として活躍していただきます。

また交流員として「シントラ市と大村市が

姉妹都市として、より深い交流のためにお役
に立ちたpJと抱負を述べました。

成
、
い
じ
め
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
な
ど
色
々
な
角
度
か
ら
発

表
し
、
多
く
の
視
聴
者
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
。
7
月
お
日
側
、
島
原

市
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
お

い
て
、
中
学
生
の
部
に
出
場
さ

れ
吠
ド
大
村
中
学
校
2
年

松

本
裕
苅
さ
ん
が
敢
闘
賞
に
、
高

校
生
の
部
に
出
場
さ
れ
た
向
陽

高
等
学
校
2
年
木
村
美
保
さ

ん
が
優
秀
賞
に
輝
か
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大村市高齢運転者

交通安全実技講習会

un
暴
走
族
・
ハ
ン
ト
族
撲
滅
の
た
め
H

夜
間
の
ボ
!
ト
場
敷
地
内
の
通
行
お
よ
び

駐
車
場
利
用
を
禁
止

現
在
、
大
村
公
園
の
駐
車
場
で
最
大
規
模
の
暴
走
族
が
解
散

お
よ
び
ボ
l
ト
場
の
駐
車
場
は
式
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

夜
間
、
県
内
外
の
暴
走
族
や
ハ
小
人
数
の
暴
走
族
が
夜
間
走
り

ン
ト
族
の
集
合
場
所
と
な
っ
て
回
り
、
騒
音
や
暴
走
行
為
を
繰

お
り
、
特
に
金
曜
・
土
曜
の
夜
り
返
し
、
市
民
の
安
眠
・
安
全

聞
に
は
延
べ
約
5
0
0
台
の
暴
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

走
族
や
ハ
ン
ト
族
の
車
が
朝
方
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
夜

ま
で
暴
走
行
為
や
見
物
・
興
昧
聞
の
ボ
l
ト
場
敷
地
内
の
通
行

本
位
で
や
っ
て
く
る
若
い
女
性
お
よ
び
、
駐
車
場
の
利
用
を
チ

を
求
め
て
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

ェ
l
ン
や
施
錠
な
ど
に
よ
り
禁

集
ま
っ
て
く
る
女
性
の
大
半
止
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご

は
未
成
年
者
で
あ
り
、
そ
の
結
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

果
、
市
内
に
お
け
る
青
少
年
の
ま
た
、
暴
走
行
為
や
集
合
し

深
夜
俳
個
や
性
犯
罪
の
増
加
の
て
い
る
所
を
見
か
け
た
ら
、
す

一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

暴
走
族
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
い
。

大
村
警
察
署
に
お
い
て
、
市
内

通
行
・
科
用
禁
止
時
間

午
後
7
時
i
午
前
7
時
(
毎
日
)

-4-

日

時

叩

月

日

日
間

内
容

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
を
防

ぐ
た
め
、

急
ブ
レ
ー
キ
・
危
険

回
避
な
ど
の
各
種
実
技
講
習
を

実
際
に
教
習
車
を
運
転
し
、
自

分
自
身
の
運
転
能
力
、
技
能
を

計
測
す
る
講
習
会
で
す
。

参

加
資
格
次
の
各
号
に
全
て
該

当
す
る
人

①
市
内
に
在
住
さ

れ
て
い
る
人
で
、
日
月
1
日
現

在
で
は
ω
歳
以
上
の
人
(
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
)
②
普
通
乗
用
車

以
上
の
運
転
免
許
証
を
取
得
し

て
い
る
人
③
現
在
も
普
通
乗
用

車
以
上
の
車
を
運
転
し
て
い
る

人
募
集
定
員
お
人
(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
)
受
講
料
無

料
締
め
切
り

9
月
初
日
閃

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
安

全
対
策
課
(
内
線
2
1
4
)



• 試験職種 受 験 資 格

q-j 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和44年4月2日から昭和51年4月1日までに生まれた人

一般事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和51年4月2日から昭和55年4月1日までに生まれた人

薬 剤 師
薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免許を有する人(平成10年3月に行われる予定の国家試験

に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和44年4月2日以降に生まれた人

保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成10年2月に行わ

看護婦(士) れる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和47年4月2日以降に生ま

れた人

臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律による厚生大臣の臨床検査技師免許を有する人

臨床検査技師 (平成10年3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和48

年4月2日以降に生まれた人

栄養士法による厚生大臣の管理栄養士登録証を有する人(平成10年5月に行われる予定の国

管理栄養士 家試験に合格し、申請により登録証を取得見込みの人を含む)で昭和46年4月2日以降に生

まれた人

※行政、 一般事務については、身体障害者子帳の交付 申込期限 9月24日(ボ

を受けている人は、状況により体力試験の全部また 試験 日 10月26日(日)

は一部を免除します。 応募方法所定の申込用紙(人事課または、各出張

採用の条件 市内に住んでいる人または、採用後住む 所にあります)に記入のうえ応募してく

ことができる人 ださ p。

採用人員各職種とも若干名 問い合わせ 人事課 (ft⑬4111 内線270~272)

採用予定日 平成10年4月1日

験試用採貝職市• 

九市鵬員の給与を公表します

本市には、平成9年4月1日現在で、 1，022

人の職員が在職していますが、これには病院事

業301人、ボート事業36人、下水道事業40人

など特殊な事業に勤務する職員もすべて三まれ

ていますので、同規模の都市に比べて職員数が

多くなっています。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
学

歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、
条

例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行
政
職
、

教
育
職
、
医
療
職

H
、
口
、
臼
の
5

種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
。

給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

大
別
し
て
定
期
昇
給
と
給
与
改
定
が

あ
り
ま
す
。
定
期
昇
給
は
、

1
年
間

良
好
な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き
1
号

給
上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
改
定
は
、
給
与
の
専

門
的
機
関
で
あ
る
人
事
院
が
毎
年
4

月
1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
人
事
院
勧
告
を
尊
重

し
て
実
施
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き
上

げ
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

。表 (1) 
財政的な面から職員の給与を見たも
ので、平成8年度決算での普通会計に
おいて人件費が歳出に占める割合を示
したものです。人件費には特別職の報
酬や共済組合の事業主負担金なども含
まれています。

表 (2) (2)職員給与費(普通会計予算)
平成 9年度予算から見た職員一人あ
たりに要する経費をみたものです。

人件費率 (B/A)
% 

15.0 

円一千

1
ノ
-

口
δ

一一n
b
-

門

i

7
L

一
F
b

一

一

，

瓦
苗
詞
占

ハ

U

十件
一

日

一人
一

丸

歳出額 (A)

千円

34，333，417 

(1 )人件費(普通会計決算)

区 分 |住民基本台帳人口

平成 9年3月31日現在

81，165人

分

平成 9年度

区
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0表 (3)(4) (3)平均給料月額および平均年齢 (4)初任給 (平成9年4月1日現在)
一般行政職の平均給料と初任給の状 (平成9年4月1日現在)
況を示したものです。(一般行政職と
は一般事務職、建築や土木などの技術| 一般行政職

職、保母などをいいます 平均給料月額 | 平均年齢
円

336，000 
歳

区分 初F 一任日給豊 行埋里:政里墾職糧問題i 

円 円

大学卒 171，000 184，800 

円 円

高校卒 139，300 148，900 

40.2 

O表 (5).>U. +~-.'r ." "，，，'''，J-. h.-.J."'='-L (5)経験年数別・学歴別平均給料月額 (平成9年4月1日現在)
職員が、学校卒業後すぐに採用され

た場合の経験年数別の給料月額を示し| 区 分 | 経験年数日年 i 経験年数百年 | 経験年数20年
たものです。 I. ，，， .. I 円| 円|

261.400 '1 313.900 '1 377.500 

205，700 
円

313，900 
円円

261，400 

0表 (6) (6)一般行政晴の級別聡員数 (平成9年4月1日現在)
一般行政職の職員を給料表上の級別

に見たものです。級別区分は、部長は

8級、課長は 8-7級、課長補佐は 6
級、係長は 6-5級、主査は 6-4級
吏員は 3-2級、事務員、技術員は 2
-1級となっています。

表 (7) (7)臓員手当の状況
期末勤勉手当は、一般にボーナスと

言われているもので、給料月額に同表

の支給割合を乗じた額が職員に支給さ

れます。

退職手当は、退職時の給料月額に一

定の支給率を乗じた額が支給されます。

支給率は勤続年数と退職の事由によっ

て異なりますが、ここにはその一部を

掲げています。

期末・勤勉手当 退 職 手 当

(8年度支給率) (支給率)

期末手当 勤勉手当 自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 0.6月分 勤続20年 21月分 28.875月分
12月期 1.9月分 0.6月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
3計月期 0.5月分

4.0月分 1.2月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

職務上の段階、職務の 最高限度額 60月分 62.7月分
級等による加算措置 有

況一
役

側一
助

等
下
側一
長
の一
市

聴一
H
H
H
d

「
1
1
1

ロ
刀
一
特一
分

印一
区

議
酬
構
申
成

-。

会
報
で
答
平
汁

議

の

者

の

れ

市
こ
表
会
れ
以

び

o

代
議
さ
口

よ
す
の
審
定
い
い

お

で

体

等

決

さ

料
の

団
酬
で
乞

給
も
種
報
会
応

の
た
各
職
議
日

役
し
の
別
市

か

三
示
内
特
、
日

j
、ど
を
市
、
て

1

何

な
酬
、
た
い

月

長
報
は
れ
づ

1

表

市

の
ど
さ
基
年

O

員

な

成

に

9

[注]表 (3)、(4)、(5)、(6)は平成9年の給与実態調査により掲げて います。

(9) 
ア部門別臓員数の状況

区 分 職員数 対白日年増減数

部 門 平成7年 平成8年 平成9年平成7年平成8年 平成9年

議 ベエ岳ミ、 9 9 9 O O O 
総務企画 122 123 125 O + 1 + 2 
税 務 36 36 36 O O O 

般
民 生 104 103 103 O ム 1 O 
衛 生 68 68 68 + 2 O O 

行 労 働 1 1 O O O ム 1
農林水産 40 40 41 O O 十 1

政 商 工 18 21 21 + 2 + 3 O 
土 木 48 47 49 ム 1 ム 1 + 2 

計 446 448 452 + 3 + 2 + 4 

特別政行
教 育 118 119 116 + 2 + 1 ム 3

計 118 119 116 + 2 + 1 ム 3

普通合計計 564 567 568 + 5 + 3 + 1 

主賓営

病 院 292 303 301 +32 +11 ム 2

水 道 55 55 56 O O + 1 
下水道 47 46 46 + 2 ム 1 O 
その他 52 52 52 O O O 

計 446 456 455 +34 十10 ム 1

メ口入 計 1，010 1，023 1，023 +39 +l3 。

イ 平成9年の臓員数の増滅状況
部 門 増員数減員数差引 主な増減理由

総務企画 6 4 2 防新設災体制強化による担当課

般政行 労 働 O 1 ム 1 機構改革に伴う減

農林水産 1 O 1 土地改良事業の充実

土 木 3 1 2 都市計画事業の充実

特別政行 教 育 O 3 ム 3 欠員不補充

公営企業等
病 院 2 4 ム 2 中央監視業務の委託

水 道 1 O 1 飲料水供給事業の充実

0表 (9)
職員を部門別に分類し、過去3年間の人員の増減を示した
ものです。

[注] 表 (9) は平成 9年の定員管理調査により掲げていま
すが、合計職員数には定員管理調査上計上される教育長

(1人)を含んでいます。

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時ま

たは非常勤職員を除いています。
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CAMERA SPOT 
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ゾイ ヌ

f ...ゴールヘ向かってよーい ドボン!
「大村市小掌生水泳大会jが7月29日、中央小学枝で聞かれ、
応療に力、けつけ7こ父母や仲間力、ら、盛んな声援が送られていました。

企真夏の包ざしをあびて いっちにいっちに

「よみがえれ琴の海湾cup'97 i nおおむらJが、
7月20日、ヤマハポンド(市役所横埋め立て地)で行われ
ました。イ力夕、レースでは、思い思いに趣向を凝らした手

作りイ力タで、タイムとデザインを競いました。

4

喝
な
に
が
い
る
か
な
?

川
の
生
き
物
か
ら
、
水
質
の
状
態
を
知
ろ
う
と
、
市
内
3
力
所
で
リ

バ
l
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
芸
供
た
ち
は
、
網

な
ど
を
使
い
、
川
の
生
き
物
を
す
く
っ
て
い
ま
し
た
。

Aやっぱり きれいかー雷!
自然に恵まれた美しい郷土の環境を守ろうと8月3白、
市内一斉に「市民大清掃jが行われました。公園 ・道路 ・

河川などに散乱した、ごみや空き缶、生い茂った雑草なとや

力f刈り取られ、スッキリとなりました。

4

司
大
き
く
育
っ
て
ね

田
崎
海
洋
生
物
研
究
所
(
徳
島
県
)
が

7
月
ゆ
日
、
稚
ナ
マ
コ
1
3
、
0
0
0匹

を
大
村
湾
に
放
流
。
大
村
の
冬
の
昧
賞
に

欠
か
せ
な
い
逸
口
∞
で
す
。
今
年
の
冬
の
食

卓
が
楽
し
み
で
す
ね
。

4

司
婦
プ
レ

i
続
出

第
位
ロ
大
村
市
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
8
月
2
日
、
市
営

野
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
B
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
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環
境

9
月
7
日
同
は

大
村
湾
沿
岸

斉
清
揮
の
日
で
す

j
み
ん
な
の
力
で
海
岸
は
ス
ッ
キ
リ
j

私
た
ち
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
大

村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
9
月
7

日
印
に
大
村
湾
沿
岸

一
斉
清
掃
を
行
い

ま
す
。
み
ん
な
の
力
で
、
川
や
海
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

。9月
7
日
を
中
心
に
大
村
湾
を
き
れ

い
に
す
る
会
に
加
入
す
る

4
市
9
町

で、

一
斉
に
沿
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
0

0
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村
支

部
で
は
、
所
属
団
体
ご
と
に
沿
岸
清
掃

の
担
当
区
域
・
日
時
を
決
め
て
い
ま

す
。
市
民
会
場
大
村
公
園
先
沿
岸
(
史
跡

新
蔵
波
止
付
近
)
[
玖
島
川
j
大
高
ボ

ー
ト
部
艇
庫
前
沿
岸
]

日
時

9
月
7
日
側
、
午
前
7
時
却
分

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す

る
会
大
村
支
部
(
環
境
保
全
課
内
内

線
1
4
2
)

平
成
9
年
度

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

環
境
庁
で
は
、
本
年
度
も
「
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
登
録
制
度
」
に
基
づ
き
、

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
募
集
を
行
い
ま

す
。こ
の
制
度
は
、
環
境
保
全
活
動
を
行

お
う
と
す
る
市
民
や
事
業
者
な
ど
に
、

自
ら
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
助
言

な
ど
を
行
う
人
材
を
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
登
録
し
、
広
く

一
般
に
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者
な

ど
の
環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
環
境
庁
が
実
施
す
る

制
度
で
す
。

募
集
期
間

9
月
1
日
側
i
m
日

ω

問
い
合
わ
せ
環
境
庁
企
画
調
整
局
環

境
保
全
活
動
推
進
窒

(
8
0
3
1
3
5

8
11
3
3
5
1
)
ま
た
は
市
環
境
保

全
課
(
内
線
1
4
2
)

昨
年
の
沿
岸
一
斉
清
掃
か
ら

雇喜
平 E求ぷ
i ~景翠
マ主首垣L

4ゼ王

室主
君よ?

{
地
球
の
声
を
聴
こ
う
}

地
球
環
境
の
実
態
を
知
っ
て
、
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
、
い

っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
9
月
幻
日
也
、
正
午
開
場
i
午

後
4
時
却
分
講
師
高
木
善
之
(
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
地
球
村
」
代
表
)
会

場
市
民
会
館
参
加
費

1
、
0
0

0
円
問
い
合
わ
せ
「
地
球
の
声
を
聴

こ
う
」
市
民
の
会
(
宮
②
6
9
5
3
)

| 9月10日は全国下水道促進デー | 
皆さんのご協力により、大村市の下水道も今年で

I I 百6歳と6けました

.トイレの水洗化は 3年以内
公共下水道が完成し、お住まいの地域が処理区域

内になりますと、くみ取り便所は公共下水道が使用

できるようになった日から 3年以内に、水洗トイレ

に改造しなければなりません。

(下水道法第11条の 3) 

-8-

.排水設備は遅滞なく設置を
台所や浴場、洗濯などの雑排水を道路の側溝や水

路に流している場合、できるだけ早く公共下水道に

流す排水設備を設置しなければなりません。 (下水

道法第10条)

国浄化槽は廃止しましょう
下水道の整備された地域では、浄化槽は廃止して

汚水本管ヘ接続してください。そのままですと公衆

衛生上も好ましくなく、悪臭などで周辺環境を悪化

させる原因となります。

問い合わせ 下水道建設課(内線40 1) 

-排水設備をつくりましょう
公共下水道(汚水管)が整備され、下水道処理場

で汚水を処理することができる地域を「処理区域」

といいます。公共下水道の使用ができるようになり

ますと処理区域内のご家庭では、汚水を公共下水道

へ流すための「排水設備」をつくっていただきます。



排
水
設
備
の
工
事
は
必
ず

「
指
定
工
事
庖
」

排
水
設
備
(
水
洗
化
)
工
事
を
す
る

と
き
は
、
必
ず
市
が
指
定
し
た

「
指
定

工
事
庖
」

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
庖
以
外
の
者
が
工
事
を
し
ま

す
と
工
事
の
や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ト
イ
レ
用
器
具
の
改
造
等
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
製
品
の
機
能

を
損
な
い
、
管
の
詰
ま
り
な
ど
の
原
因

と
な
り
、
修
理
費
は
個
人
負
担
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
排
水
設
備
協
会
(
宮
@
3
1
6
8
)

で

。
水
洗
化
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
旋
額

便
槽
1
か
所
に

つ

き

ω万
円
以
内

利
息
お
よ
び
償
還
方
法

貸
付
金
利

は
無
利
子
(
市
負
担
)

閃
か
月
以
内
に
お
い
て
、
毎
月
5
、

0
0
0
円
を
下
ら
な
い
額
を
元
金
均

等
償
還
と
す
る
。
〈
例〉

ω万
円

毎
月
8
、
0
0
0
円
(
印
回
払
い
)

条
件

原
則
と
し
て
処
理
開
始
後
3

年
以
内
に
行
う
改
造
工
事
で
あ
る
こ

と
。
問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課
料
金

係
(
内
線
4
1
1
)

私
道
に
も
公
共
下
水
道
管
渠
が
設
置
で
き
ま
す

私
道
に
排
水
施
設
を
設
置
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
個
人
の
費
用
に
よ
り

下
水
管
を
新
設
し
、
市
が
設
置
す
る
下

水
道
管
に
接
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
下
水
道
の
普
及
を
は
か
る
た
め
に
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

は
、
私
道
内
で
も
共
同
で
下
水
道
管
渠

の
設
置
要
望
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
費
用
を
市
が
負
担
し
、
下
水

道
を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
排
水

設
備
係
(
内
線
4
0
1
)

“下水道 きれいな川を ありがとう"
'96よみがえれ大村湾 (下水道標語)

入選森佑香里さんの作品

41'lill大村市国民年金写真コンテスト
どしどし作昆を応募してください!

年金

国民年金の周知にふさわしいもの

“国民年金は世代と世代の支え合い"です。あたたかい

世代間のふれあい、明るくて楽しく 元気な家族または子

供たちの様子、 幸せで嬉しそうな老後の風景など

サービスサイズから 4つ切りまで(カラー-白黒可)

サービスサイズで応募される人は、ネガも同時に提出し

てください。

1人3点まで

だれでも応募できます。

12月5日⑥ ※応募用紙は、保険年金課、市内の各カ メ
ラ屈、各出張所にあります。

保険年金課年金係(内線11 3) 

マ

ス.

応募数

資格

締め切り

イ

ア

サ

第10回国民年金写真コ ンテスト
奨励賞 井本勇愛さん (植松3丁目)の作品

問い合わせ

ペアー無料宿泊招待券当選者
国民年金保険料を「口座振替か前納制度を利用して納付された人Jの中
から、国民年金保養センターなどの福祉施設無料宿泊招待券が抽選の結
果、本市から2名の方が当選されました。おめでとうございます。

渡辺辰弘様(富の原2丁目) 小川昭吾様(池田1丁目)

戸
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

[
保
と
交
通
事
故
」

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
被
害
者
に

重
大
な
過
失
が
な
け
れ
ば
、
国
民
健
康

保
険
(
国
保
)
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま

す
。し
か
し
、
こ
の
場
合
、
治
療
費
の
全

額
、
ま
た
は

一
部
、
加
害
者
が
負
担
す

る
べ
き
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
保
は
被
害
者
に
代
わ
っ

て
、
負
担
し
た
費
用
を
加
害
者
に
請
求

し
、
返
し
て
も
ら
う
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
保
で
治
療
を
受
け

る
と
き
に
は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

被
害
届
」に
事
故
証
明
書
を
添
付
し
て
、

な
る
べ
く
早
く
保
険
年
金
課
保
険
係
の

窓
口
ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
は
、
そ
の

前
に
必
ず
保
険
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
国
保

が
加
害
者
に
医
療
費
の
請
求
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

示
談
は
慎
重
に
、
国
保
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、

6
月
に
か
か
っ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険
係

(
内
線
1
1
0
)

-9-



福
祉

福
祉
医
療
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

日
福
祉
医
療
費
の
振
り
込
み
口
座
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か

?
H

た
乳
幼
担
γ
障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・

単
婦
・
寡
男
・
老
保
障
害
・
父
子
医
療

の
各
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
日
月

診
療
分
か
ら
医
療
費
の
支
給
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。
(
詳
し
く
は
、
広
報
お
お

む
ら
4
月
号
・
7
月
号
・

8
月
号
に
掲

載
)受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
村
市
福

祉
医
療
費
代
理
申
請
同
意
書
(
様
式
第

ロ
号
)
と
大
村
市
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
内
容
変
更
届
(
様
式
第
7
号
)
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
記
入
し
て
返

お年寄りの安全のため

大村市高齢者安全対策連絡
協議会の総会を開催

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
あ
な
た

の
口
座
に
医
療
費
が
振
り
込
め
ま
せ

ん。※
代
理
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は

市
内
の
医
療
機
関
等
だ
け
で
す
が
、
こ

の
手
続
き
は
す
べ
て
の
受
給
者
が
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
9
月
初
日
診
療
分
ま
で
は
現
行
ど
お

り
の
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
(
内
線

1
5
5
)
 

u_~..，- ~ \ 

大村市高齢者安全対策連絡協議会(会長
甲斐田園彦市長)の総会が7月30日ωふ市
役所で開催されました。
この協議会は、市や警察署、市内の公共団
体、民間団体、福祉施設などで組織し、お年
寄りの安全対策に取り組んでいます。
総会には関係機関から51人が出席して、
新規会員の加入を承認し、平成9年度の活動
目標を決定しました。
お年寄りが安全で住みよい IまちづくりJ
のため連携を密にして、将来に向けて効果的
な対策を推進していくことで閉会しました。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

た

ん

ぷ

や
神
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
単
婦
・

寡
男
・
老
保
障
害
・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
・
健
康
保
険
証
・
現
在
使
用
中

の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
の
は
が
き
・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

今
年
の
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
て

き
た
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務
者
が
市
外

の
場
合
に
は
、
平
成
8
年
分
の
所
得
証

明
書
と
平
成
9
年
度
分
の
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

1
5
5
)
 

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線

午前9時30分~午後4時

対象地区 日程 場 所

大村(障害者・老保障害) 9月3日(水) 市役所

(母寡子・寡父婦子)・単婦・ 9月4日(木) 市役所大村 ニ田ι. 

竹松・ 萱瀬・松原 9月5日(金) 竹松・萱瀬・松原出張所

福重・ 三浦・鈴田 9月8日(月) 福重・三浦・鈴田出張所

西大村(障害者・老保障害) 9月9日(火) 中地区公民館

(母単子・・寡寡男婦・・ 9月10日(水) 中地区公民館西大村 婦 父子)

準世帯 9月11日(木) 市役所

受付更新日程

「
長
崎
県
福
祉
の
ま
ち
い
つ
く
り
条
例
」

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
に
は
、
日
常
生

活
の
ス
ム
ー
ズ
な
行
動
を
妨
げ
る
い
く

つ
も
の
バ
リ
ア
(
障
壁
)
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

お
年
寄
り
ゃ
障
害
を
お
持
ち
の
人
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
リ
ア
を
取

り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
し
、
自
ら
の
意
思
で
自

由
に
行
動
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

を
制
定

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
m

つ
く
り
、
行
動

し
や
す
い
ま
ち
m

つ
く
り
に
つ
い
て
皆
さ

ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
福
祉
保
健
部
福

祉
の
ま
ち
m

つ
く
り
推
進
室
(
岱

0
9
5

1
8
2
41
1
3
3
8
直
通
)

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

-10 -

対
象
被
爆
者
手
帳
、
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間
午
前
日
時
1
1時
、
午
後

1
時
j

2
時

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2

固
ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た

は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
央
保
健
所
(
包
③

3
3
0
4
)
ま
た
は
福
祉
課
庶
務
係

(
内
線
1
5
1
)

実
施
日
程

日程 実施場所 対象地区

9月9日(火) 松原出張所 福重・松原

9月10日(水) 市コ 、、、、 セ ン 三浦・鈴田・大村

9月11日(木) 中地区公民館 西大村

9月12日(金) 市 役 所 大村

9月16日(火) 竹松出張所 竹松

9月17日(水) 市コ 、、、、 セ ン 大村

9月18日(木) 福祉センター 西大村・萱瀬



税

ご
存
じ
で
す
か
?

災
害
な
ど
に
遭
っ
た
と
き
は

税
金
が
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す

災
害
に
遭
っ
た
場
合
、
税
の
面
か

ら
被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
?

万
が

一
災
害
に
遭
い
、
住
宅
や
家

財
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
所
得

税
が
軽
減
あ
る
い
は
免
除
さ
れ
た
り
、

申
告
や
納
税
の
期
限
の
延
長
が
認
め

ら
れ
た
り
し
ま
す
。

所
得
税
の
軽
減
・
免
除

所
得
税
の
軽
減
や
免
除
を
受
け
る

に
は
、

①
所
得
税
法
に
定
め
る
雑
損

控
除
に
よ
る
方
法
と
、

②
災
害
減
免

法
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
納
税
者

は
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除

相
続
や
遺
贈
ま
た
は
贈
与
に
よ
っ

て
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
、
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、

相
続
税
や
贈
与
税
の
納
付
す
べ
き
税

額
が
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

納
税
の
猶
予

災
害
な
ど
に
よ
り
相
当
の
損
失
を

受
け
た
場
合
に
は
、
税
務
署
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
税
の
猶
予
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
申
告
や

納
付
な
ど
を
そ
の
期
限
ま
で
に
で
き
な

い
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
2
か
月
以
内
の
範
囲
で
、
そ
の

期
限
が
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
問
い
合
わ
せ

1
3
7
0
)
 

諌
早
税
務
署
(
包
⑫

健康

三種混合 ・麻しん

嵐しん・日本脳炎

予路接種実施申I!

お子様の体調の良い時に
受けられるよう、年間を通
じて実施しています。

詳しくは、「健康のしおり
と国民健康保険jをご覧く
ださい。
※日本脳炎は、 9月30日ま
での実施となります。

9
月
9
日
は
「
救
急
の

E
」

か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
救
急
車
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

。
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
の
役
割
は
、
皆
さ
ん

の
自
己
管
理
に
対
し
て
、
少
し
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
手
助
け
を
し
、
い
わ
ゆ
る
保

証
を
与
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
常
日
ご
ろ
の
状
況
や
経
過
を

つ
か
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
い
ざ
と
い
う

時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

普
段
よ
り
か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て
、

自
己
管
理
を
い
つ
も
正
し
く
行
い
、
豊

か
で
健
や
か
な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

O
救
急
車
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

①
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ
と
を

き
ち
ん
と
落
ち
着
い
て
伝
え
ま
し
ょ
う

・
火
事
か
救
急
な
の
か
の
区
別
j

「救

急
で
す
」

・
場
所
j

「0
0町
O
O番
地
で
す
」

・
氏
名
j

「大
村
太
郎
で
す
」

・
場
所
j

「0
0出
張
所
の
正
門
前
で

す」

-
内
容
j

「
(
具
体
的
、
簡
潔
に
)
傷

病
者
の
数
、
性
別
、
年
齢
、
現
在
の

容
体
や
状
況
等
」

②
救
急
車
は
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
利

用
で
き
ま
す

・
火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害

に
よ
る
傷
病
者
・
交
通
事
故
、
駅
な
ど

の
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
の
傷
病

者

・
屋
内
の
事
故
で
ガ
ス
中
毒
、
熱
傷
、

急
病
な
ど
で
ほ
か
に
適
当
な
搬
送
方
法

が
な
い
よ
う
な
場
合
の
傷
病
者

③
救
急
車
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
使

わ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
緊
急
の
必
要
が
な
い
時
や
傷
病
の
な

い
単
な
る
ょ
っ
ぱ
ら
い
・
タ
ク
シ
ー
や

マ
イ
カ
ー
で
搬
送
で
き
る
時
・
伝
染
病

患
者
、
精
神
病
患
者
(
ほ
か
の
機
関
が

搬
送
し
ま
す
)

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

4
1
)
 

(
内
線
1

平
成
9
年
度

大
村
市
ラ
ン
チ
コ

ン
テ
ス
ト

健
康
晴
つ
く
り
の
源
は
、
食
生
活
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
は
、
健
康
を
保
ち
増
進
し

て
い
く
う
え
で
も
、
も
っ
と
も
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。
お
い
し
く
て
、
栄
養
、

健
康
面
に
も
配
慮
し
た
献
立
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
期
間

9
月
1
日
開
j
初
日

ω

応
募
資
格
市
内
に
居
住
す
る
人
(
グ

ル
ー
プ
で
の
応
募
も
歓
迎
し
ま
す
)

応
募
内
容

①
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

(
幼
児
ま
た
は
小
中
高
の
児
童
・
生
徒
)

向
き
の
弁
当

②
働
き
盛
り
の
お
父
さ

ん
向
き
の
弁
当

③
高
齢
者
向
き
の
昼

食
(
ま
た
は
弁
当
)

応
募
方
法
健
康
増
進
課
に
備
え
付
け

の
応
募
票
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

表
彰
日
月
日
日
幽
に
開
催
予
定
の

「健
康

・
福
祉
ま
つ
り
」
の
会
場
で
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

4
0
)
 

健
康
増
進
課
(
内
線
1

11-



みんなの
健康

大
村
市
湾i医
田堕

制
歳
す
ぎ
た
ら

定
期
検
診
を彦

文
明
の
高
度
化
と
高
齢
化
社
会
の

出
現
に
よ

っ
て
癌
は
増
加
の

一
途
を

た
ど

っ
て
い
ま
す
が
、
部
位
別
に
見

る
と
増
え

た
癌
、
減

っ
た
癌
が

あ
り
、
変

化
を
見
せ

て
い
ま
す
。

「
心
の
病
」

つ
て
な
あ
に
・
・
・

か
つ
て
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第

一
位
は
結
核
で
、
そ
れ
が
昭
和
お
年

に
は
脳
卒
中
に
か
わ
り
、
昭
和
田
年

つ
い
に
癌
が
第
一
位
と
な
り
、
そ
れ

以
来
第
一
位
を
独
走
し
て
い
ま
す
。

現
在
総
死
亡
者
数
の
4
人
に
ひ
と
り

が
、
癌
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
癌

は
色
々
な
部
位
よ
り
発
生
し
ま
す
が
、

男
性
は
今
ま
で
は
胃
癌
の
死
亡
率
が

非
常
に
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

胃
癌
は
減
少
し
、
肺
癌
、
大
腸
癌
、

肝
臓
癌
が
増
加
し
、
女
性
で
は
胃
癌
、

子
宮
癌
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

反
対
に
肺
癌
、
大
腸
癌
、
肝
臓
癌
、

乳
癌
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い

い
る
「
心
」
っ
て
い
っ
た
い
何
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
こ
と
を

楽
し
い
と
感
じ
、
悲
し
い
こ
と
を
悲

し
い
と
感
じ
る
事
の
出
来
る
「
心
」

と
は
い
っ
た
い
何
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。
「
心
」
と
は
紛
れ
も
な
く
「
脳
」

の
こ
と
で
す
。
「心」

H

「
脳
」
と
言

わ
れ
で
も
何
と
な
く
ピ
ン
と
こ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
感

情
・
情
動
す
な
わ
ち
「
心
」
を
支
配

し
て
い
る
臓
器
、
そ
れ
が
「
脳
」
な

の
で
す
。
と
言
う
こ
と
は
「
心
の
病
」

は
「
脳
の
病
」
と
言
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
脳
が
何
ら
か
の
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
と
「
心
」
が
悲
鳴

を
あ
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。
例
え
ば

「
う
つ
病
」
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
病
気
は
化
学
物
質
に
よ
る

っ
た
現
象
は
、
日
本
人
の
食
事
の
欧

米
化
が
進
み
、
生
活
環
境
、
喫
煙
な

ど
に
よ
る
変
化
と
医
学
の
進
歩
に
よ

り
早
期
癌
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。
現
在
の
時
点
で
は
、

癌
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
大
切
な
の
は
「
早
期
発
見
」
で
、

外
科
的
手
術
に
よ

っ
て
摘
出
で
き
る

時
期
に
発
見
す
れ
ば
治
る
可
能
性
が

十
分
に
あ
り
ま
す
。
今
、
大
村
市
の

健
康
増
進
課
で
も
総
合
健
康
診
査
、

す
な
わ
ち
基
本
健
康
診
査
(
昨
年
の

受
診
率
お
・
6
%
)
、
胃
癌
検
診

(
四
%
)
、
肺
癌
検
診
(
お
%
)
、
大
腸

癌
検
診

(
2
・
4
%
)
、
子
宮
癌
検
診

脳
の
連
絡
網
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す

こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
「
最
近
、
何
と

な
く
気
分
が
す
っ
き
り
し
な
い
。
」

「
た
め
息
ば
か
り
が
出
て
、
何
を
や
っ

て
も
楽
し
く
な
い
。」
な
ど
と
気
分
的

な
不
調
を
感
じ
た
り
、
「
何
と
な
く
体

が
疲
れ
や
す
い
し
、
食
欲
も
な
く
な

っ
て
:
・」
「
最
近
、
寝
つ
き
が
悪
い
し
、

ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
感
じ
が
し
な
い
。」

な
ど
と
体
の
不
調
や
睡
眠
の
問
題
な

ど
色
々
な
症
状
が
出
て
き
て
し
ま
い

ま
す
。
「
体
と
心
は
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
も
と
も
と

「
心
」
は
脳
と
言
う

一
つ
の
臓
器
な
の

で
す
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
事

な
の
で
す
。

う
つ
病
で
も
気
分
的
な
不
調
と

一

緒
に
体
の
不
調
を
感
じ
て
く
る
こ
と

(
ロ
・
2
%
)
、
乳
癌
検
診

(
日
・

1
%
)
を
指
定
さ
れ
た
開
業
医
で
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
受
診
率
が
ま
だ

低
い
よ
う
で
す
。

的
制
歳
す
ぎ
た
ら
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
1
年
1
回
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
胃
癌
、
大

腸
癌
、
乳
癌
、
子
宮
癌
な
ど
は
、
検

診
に
よ
っ
て
早
期
発
見
さ
れ
や
す
い

癌
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
発
生
頻
度
も

高
い
の
で
す
が
、
早
期
に
発
見
す
れ

ば
、
ま
ず
、
治
す
こ
と
が
で
き
る
癌

で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
定
期
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
。

例
え
ば
頭
痛
を
感
じ
て
頭
痛
薬
を

飲
ん
で
も
全
く
よ
く
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た
ら
、
実
は
う
つ
病
で
、
う

つ
病
を
治
療
し
た
ら
嘘
の
よ
う
に
頭

痛
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
う
事

が
あ
る
の
で
す
。
最
近
、

「健
康
食
品
」

「
持
味
薬
品
」
「
健
康
晴
つ
く
り
」
な
ど

と
巷
で
は

「健
康
」
と
言
う
言
葉
が

あ
ふ
れ
で
い
ま
す
が
、
ど
れ
を
と
っ

て
み
て
も
「
体
の
健
康
」
に
関
す
る

も
の
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で

「心
」
を
酷
使
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
も
っ

と
「
心
の
健
康
」
に
も
関
心
を
持
ち
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
「
本
当
の
健

康
」
と
言
え
る
の
で
す
。

ホ
リ
デ
イ
保
育

- 12一

新
城
保
育
園
(
宮
②
4
1
5
2
)

日
曜
日
・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童
(
離
乳
が
完

3
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
)
を
保
育
す
る

も
の
で
す
。

実
施
日
9
月
:・

7
日
・
日
日
・
日
日

幻
日
・
お
日

叩
月
・:
5
日

・
日
日

・
ロ
日

間
日
・
お
日

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5
時

1

日

1
、

5
0
0円

日
目
前
か
ら
2
目
前
ま
で

時

間

保
育
料

受

付
わ
か
ば
保
育
園

(包
@
0
8
3
4
)

時
的
保
育

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産
・
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

ω理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。な
お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週
3

目
、
そ
の
ほ
か
は
月
日
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
日

時

間

保
育
料

昆
Jι 

大
村
市
医
師
会長
岡

ま
だ
ま
だ
、
残
暑
厳
し
く
暑
い

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
回
の
「
み
ん
な
の
健
康
」
で

は
「
心
の
病
つ
て
な
あ
に
・
:
」
と
題

し
て
、
精
神
科
領
域
の
病
気
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
「
心
の

病
」
を
語

る
斗
別
に
、

私
た
ち
が

何
気
な
く

口
に
し
て

付

保
育
園
開
所
巴

午
前
8
時
j
午
後
5
時

1
日

1
、
0
0
0円

(
飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

随
時



市役所

公53-4111(代表)

清
掃
セ
ン
タ
ー
・
簡
易
水
道
・
市
立
病
院

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
の
保
険
料
は
、
積
み
立
て
ら
れ
て
、

住
民
生
活
の
安
定
向
上
に
直
接
役
立
つ

よ
う
な
事
業
の
資
金
に
充
て
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
な
ど
の
地
方建設が進んでいる久良原浄水場

公
共
団
体
が
行
う
公
共
施
設
整
備
事
業

の
資
金
の
一
部
と
し
て
融
資
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
こ
の
融
資
を
受
け
て
、
い

ろ
い
ろ
な
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
8
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に

融
資
を
受
け
た
も
の

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
・
:
ご
み
処
理
お

よ
び
粗
大
ご
み
処
理
施
設
整
備

簡
易
水
道
事
業
:
・
東
部
、
南
部
お
よ
び

上
部
大
村
地
区
簡
易
水
道
事
業

市
立
病
院
事
業
・
・
・
超
音
波
白
内
障
手
術

装
置
な
ど
の
医
療
機
器
問
機
種
購
入

融
資
額
総
額
口
億
9
、
7
5
0
万
円

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
・
教
育
資
金
に
低
利
融
資

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
や

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
が
、

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
リ
フ
ォ

ー
ム
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
低
利
・

長
期
の
融
資
を
受
け
る
た
め
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ

わ
せ
て
、
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま
い

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
間

事
業
所
の
福
利
施
設
・
保
養
施
設
な
ど

の
充
実
の
た
め
に
も
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

「
国
の
教
育
ロ

l
ン
」
の

一

部
と
し
て
年
金
教
育
資
金
貸
付
を
行
っ

て
お
り
、
有
利
な
教
育
資
金
と
し
て
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
船
長
崎
県
年
金
福
祉
協

会

(

宮

0
9
5
1
8
2
7
l
4
8
9

1
)
 

く
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
!

郵
便
局
の
簡
保
資
金

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の
た
め
、
市

町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
融
資
す

る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
、
有
利
か
つ
公

共
の
利
益
と
な
る
よ
う
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
村
市
に
お
い
て
も
、
毎
年
い
ろ
い

ろ
な
事
業
に
対
し
融
資
を
受
け
て
お

り
、
簡
保
資
金
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に

融
資
を
受
け
た
も
の

道
路
整
備
:
・
久
原
梶
ノ
尾
線
、
上
久
原

芋
堀
子
線

公
園
整
備
・:
赤
佐
古
公
園
、
久
原
公
園

公
共
下
水
道
事
業

融
資
額
総
額
日
億
5
、
2
8
0
万
円

お
し
ら
せ

老
人
作
昂
展
示
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
包

@
6
0
1
0
)

日
時

9
月
日
日
制
j

m
日
出
、
午
前

9
時
j
午
後
4
時

会

場

福

祉

セ

ン

タ
ー
展
示
晶
子
芸
・
工
芸
・
絵

画
・
書
道
・
盆
栽
・
陶
芸
品
な
ど

ワ
i

フロ
3
級
技
術
講
習
会

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
8

0
9
5
8
4
6
9
0
3
0
)
 

整備が.進んでいる久原公園

日
時
叩
月
日
日
刊
l
ロ
月
5
日
働

(
日
曜
・
祝
日
・
第
2
・
第
4
土
曜
日

を
除
き
ま
す
)
毎
日
午
前
日
時
j
午

後
ロ
時
加
分
場
所
国
際
情
報
科
学

専
門
学
校
諌
早
校
講
習
科
目
ワ
ー

プ
ロ

3
級
(
日
商
検
定

3
級
受
験
)

定
員
弘
人
資
格
受
講
後
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を

し
て
い
る
人
・
全
日
程
出
席
可
能
で
、

ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
的
操
作
が
で
き
る
人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は

自
己
負
担
)
受
付
期
間

9
月
1
日

間
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験

大
村
消
防
署
(
包
⑫
4
1
3
8
)

試
験
の
種
類
甲
種
・
乙
種
(
全

類
)
・
丙
種
目
時
日
月
初
日
側
、

午
前
日
時
願
書
受
付
期
間
日
月
6

日
刊
j

U
日
働
※
願
書
は
大
村
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

県
文
化
課

(
2
0
9
5
8
2
4

1
1
1
1
)
、
大
村
警
察
署

(岱
⑭
0
1
1
0
)

日
時

9
月
8
日
間
、
午
後
1
時
1
3

時
場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
)
持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲

刀
剣
類

②
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

③
申
請
者
本
人
の
印
か
ん
(
認
印
可
)

④
登
録
手
数
料
・
登
録
証
交
付
手
数

料
1
件
5
、
9
0
0
円
・
登
録
証
再

交
付
手
数
料
1
件
3
、
0
0
0
円

っ
す
れ
一
人
の
皇
親
探
し

大
村
獣
医
師
会
(
川
棚
食
肉
衛
生

検
査
所
内
)

(
告

0
9
5
6
@
3
1
4
7
)

前
日
時
却
分
j

H
時

抽

選

時

間

午

前
日
時
l

会
場
側
大
村
浜
屋
屋
上

-13-



市役所

公53・4111(代表)

コ
ミ
セ
ン
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
コ

ン
サ
ー
ト

「
ギ
タ
i
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
」

市
コ
ミ
セ
ン

(
宮

@
3
1
6
1
)

日
時

9
月
別
日
出
、
午
後
7
時
j

会
場
市
コ
ミ
セ
ン
曲
目

「グ
リ

ー
ン
ス
リ
l
ヴ
ス
」
に
よ
る
変
奏
曲

「調
子
の
よ
い
か
じ
ゃ
」
に
よ
る
変
奏

曲
ほ
か
入
場
料
無
料

竹
松
駅
に
快
速
列
車
の

停
車
が
さ
ら
に
追
加

J
R
大
村
駅
(
岱
②
3
6
0
0
)

地
元
期
成
会
と
市
が
要
望
し
て
い
た

竹
松
駅
へ
の
快
速
列
車
の
停
車
が
さ
ら

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
J
R
の
ダ
イ
ヤ

改
正
は
行
月
お
日
出
に
予
定
さ
れ
、
快

潟照治~ (包⑬ 7 0 6 3) 
特別例会

「木洩れ陽の問から」
日 時 9月7日(日)、午後6時開演
場所市民会館
第85回例会

「おやゆびひめJrこのゆびたかれ」
日 時 9月25日(木)、午後 7時開演

場所市民体育館

入場料会員…会費でまかないます。
会員外の人は、子ども劇場に
おたずねください。

速
列
車
が
次
の
と
お
り
停
車
し
ま
す
。

(下り)

長崎発 諌早発 竹松着 竹松発 諌早着 長崎着

7 : 00 7 : 37 7 53 8 : 49 9 : 07 9 : 41 

8 : 45 9 : 21 9 : 36 11 : 17 11 : 34 12: 00 

14: 30 15: 11 15 : 31 12 : 15 12 : 31 12: 55 

16: 03 16: 34 16: 51 19: 20 19 : 37 20: 20 

17 : 54 18: 32 18 : 52 20: 34 20 : 55 21 : 41 

19: 54 20: 38 20: 55 21.: 38 21: 53 22: 18 

21 : 00 21 : 30 21 : 48 

下上 n
りり什 (上り
I I LJ 
現 現 は
在在
2 6 ィー

去去さ
停片 足

車車明
がが も

6 7 
本木
のの
停停
車車

なな
りり
まま
すす

ハ
υ
一
口

U

A
U

一ハ
U

~
一
~

ハ
U

一ハ
U

ハ
υ
一ハ
U

ハU
一

d
生

ン
一
ン

，E

一セ

セ
一
一
、

、、、一コ

コ
一
寸
け

市
一
酉

日
ミ
リ
映
写
機
操
作
認

定
講
習
会

市
コ
ミ
セ
ン

(
宮

@
3
1
6
1
)

日
時

9
月
四
日
側
、
お
日
制
、
午
後

6
時
加
分
1
8時
却
分
場
所
市
コ

ミ
セ
ン
対
象
一
般
成
人
(
定
員
初

人
)
受
講
料
無
料

お
ヲ
ウ
様
の
こ
と
で

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ご
己
栂
談
」
の
開
催

少
年
セ
ン
タ
ー
(
包
⑬
1
0
2
0
)

日
時
日
月
日
日
出
、
午
前
日
時
i
午

後
4
時

場

所

市

コ

ミ

セ

ン

対

象

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
本
人
お
よ
び
保

護
者

じじl<fl<f

・爺婆かぼちゃ (アニメ12分)
みす たね

・水と種 くに (アニメ12分)

・ふしぎの国のアリス (アニメ30分)

|9月13日(土)I中地区公民館 110: 00-11 : 001 

・スイミー (アニメ26分)
くん

・またあえるねツバメ君 (アニメ24分)

「
夢
み
て
異
国
・
恋
し
て

長
崎
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

記
念
事
業
観
光
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
i
開
催
中

観
光
課
(
内
線
2
4
2
)

平
成
9
年
度
長
崎
県
観
光
特
別
宣
伝

事
業
の

一
環
と
し
て
、

『観
光
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
l
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
左

記
の
施
設
に
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
要
項
に

よ
り
応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
抽
選
で
豪

華
商
品
が
当
た
り
ま
す
。
市
内
外
・
県

内
外
聞
い
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
間
日
月
担
日
⑥
ま
で
応
募
期
限

H
月
7
日
⑥

(
当
日
消
印
有
効
)

市
内
の
対
象
施
設

料
理
・
土
産
物
関
係
大
村
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
僻
・
や
ま
と
・
大
村
市
観
光

教

、

実

科

ケ

者

ら

す

、
ど
切
神
な
善
め
や

す
芯
が
精
々
た
求
り

訓
古
方
。
様
き
が
か

し
祈
り
る
て
て
親
わ

の
法
あ
い
し
し
父
を

へ
訟
の
て
と
応
な
か

も
ポ
親
れ
医
対
ん
る

ど
制
父
わ
床
に
ど
い
く

づ
す
に
、
問
臨
ス
、
て
説

育
舎
に
の
一
が
れ
く

宝ロ役
い
の
わ
父
こ
の
は
代
著

J
時
学

族
化
家
性
藤

『
母
斎

案
内
所
・
長
崎
カ
ス
テ
ラ
セ
ン
タ
ー
空

港
庖
観
光
施
設
:
・
旧
楠
本
正
隆
屋
敷
・
野
岳

湖
キ
ャ
ン
プ
場
・
社
会
福
祉
法
人

三

彩
の
里
・
琴
平
岳
展
望
所
・
長
崎
ス
コ

l
コ
ー
ヒ
ー
パ

l
ク
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〈一般書〉ローマ人の物語6 パクス
ロマーナ(塩野七生著)/快楽の伏流鑑定

医シャルル(藤本ひとみ著)/江戸風狂伝(北

原亜以子著)/冬の保安官(大沢在昌著)/

ギョーザのような月がでた(椎名誠著)/充

たされざる者上・下(カズオ・イシグロ著)

/推理小説代表作選集1997(日本推理作家協
会編)/九龍塘 [カオルーントン]の恋(ポ

ール・セロー著)/ひとはどう生き、どう死

ぬのか(日野原重明・犬養道子著)/ゴース

ト・パスターズ(高橋源一郎著)/ トットち

ゃんとトットちゃんたち(黒柳徹子著)

琴平スカイ l 'i~欝¥ 

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

市立図書館 (ft⑫2457)問い合わせ



市役所

公53-4111(代表)

ご
存
じ
で
す
か
?

お
米
の
表
示

県
農
林
部
流
通
対
策
室
(
宮

0

9

5
1
8
2
3
1
4
2
7
7
)
長
崎

食
糧
事
務
所
計
画
流
通
課
(
宮

0

9
5
1
8
2
2
1
3
2
9
3
)
 

消
費
者
が
精
米
を
購
入
す
る
際
の
判

断
材
料
を
提
供
す
る
た
め
、
「
精
米
表
示

基
準
」
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
基
準
は
、
原
料
玄
米
欄
(
産

地
・
品
種
・
産
年
の

3
点
セ
ッ
ト
表

示
)
・
正
昧
重
量
・
精
米
年
月
日
・
販

売
業
者
名
ま
た
は
精
米
工
場
名
で
す
。

表
示
と
中
身
の
一
致
を
証
明
す
る
の

が
左
の
認
証
マ

l
ク
・
認
定
マ
ー
ク
で

す
。
お
買
い
求
め
は
こ
の
マ

l
ク
を
確

認
し
て
!

ー

話

乱

ぢ
一俊一
「

f
L

羽ぬい-

※
た
だ
し
、
原
料
玄
米
欄
に

「ブ
レ
ン
ド
米
」
「
単

一
銘
柄
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
認
証
マ
ー

ク
や
確
認
マ
l
ク
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者

大
村
山
岳
会池
野
(
宮
⑬
1
8
5
4

日
時

9
月
幻
日
旬
、
午
前
9
時
出
発

(
雨
天
時
中
止
)
集
合
場
所
市
役
所

前
、
午
前
8
時

日

分

コ

!

ス

萱

瀬

ダ

ム

遠

目

越

郡

岳

野

岳

湖

参

加
費

2
、
0
0
0
円
(
交
通
費
・
保

険
料
)
携
行
品
弁
当
・
水
筒
・
軍

手
・
簡
易
雨
具
・
そ
の
他
登
山
に
必
要

な
物
申
込
締
切

9
月
5
日
制

男
っ
す
・
女
ウ
ウ
競
艇
選
手

腕
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(包
⑫
6
1
9
4
)

資
格
・
年
齢
口
歳
以
上
辺
歳
未
満

(
昭
和
日
年
日
月
口
日
j
昭
和
田
年
日
月

日
日
ま
で
に
出
生
し
た
人
)
・
身
長

1
7
0
個
以
下
・
体
重
男
子
・
:
訂
同

以
上
回
旬
以
下
女
子
:
・
位
同
以
上
回

見
以
下
・
視
力
裸
眼
で
両
眼
と
も

0
・
8
以
上
※
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
・
色
盲
不
可

締
切
日
月
四
日
間

あ
し
な
が
奨
学
生

あ
し
な
が
育
英
会
(
宮

0

3

3

2
2
1
1
0
8
8
8
)
 

資
格
保
護
者
な
ど
が
病
気
ま
た
は
災

害
(
交
通
事
故
を
除
き
ま
す
)
な
ど
で

死
亡
し
た
り
、
そ
れ
ら
が
原
因
で
著
し

い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
家
庭
で
、
平

成
日
年
度
に
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専

門
学
校
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
中
学

3
年
生
の
生
徒
定
員

1
、
0
0
0

人

貸

与

額

月

額

2
5
、
0
0
0
円

(
国
公
立
)
ま
た
は

3

0
、
0
0
0
円

(
私
立
)
採
用
方
法
書
類
審
査
の
み

出
願
期
限

m月
氾
日
⑥

返

還

学

校
卒
業
後
初
年
間
で
割
賦
返
済
、
無
利

子

「
第
お
ロ
長
崎
県
勤
労
者
美

術
展
」
作
お

長
崎
労
政
事
務
所
(
宮

0
9
5
1

8
2
1
1
4
5
6
)
 

佐
世
保
労
政
事
務
所
(
宮

0
9
5

6
②
4
4
3
9
)
 

展
示
会
場
お
よ
び
会
期
長
崎
県
立
美

術
博
物
館
:
・
ロ
月

3
日
制

1
7
日
目

佐
世
保
市
博
物
館
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー

ロ
月
日
日
制
j

H
日
側

部
門
洋
画
、

日
本
画
・
南
画
、
書
、
写
真
資
格

県
内
に
住
居
を
有
し
て
い
る
勤
労
者

(
1
人
1
点
の
み
)
出
品
料

1
、
0

0
0
円
作
品
の
搬
入
期
間
口
月
4

日
仰
j

8
日
也
、
午
前
9
時
j
午
後
5

土
寸

第
竹
山
口
市
美
術
展
覧
会
作
ロ
∞

文
化
課
(
大
村
市
展
事
務
局
)

(
内
線
3
7
2
)

期

日

日

月

1
日
出
j

5
日
制

部
門

洋
画
・
日
本
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
デ
ザ

イ
ン
・
書
・
写
真
出
品
点
数
書
・

写
真
・:
1
人
1
点

洋
画
・
日
本
画
・

彫
塑
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
:
1
人
2
点

以
内
※
自
作
、
未
発
表
に
限
り
ま
す

出
品
手
数
料

1
点
1
、
0
0
0
円

(
高
校
生
は

5
0
0
円
)
作
品
搬
入

叩
月
旦
日
俗
、
午
前
日
時
j
午
後
1
時

作
品
搬
入
場
所
市
コ
ミ
セ
ン

申
込
期
間

m月
6
日
間
1
2
日
⑥

消
防
防
災
機
器
の
開
発
等
お

よ
び
消
防
防
災
科
学
論
文

自
治
省
消
防
庁
消
防
研
究
所
庶
務

課
(
宮

0
4
2
2
⑭
8
3
3
1
)

消
防
防
災
機
器
の
改
良
・
開
発
事
例

で
発
明
ば
か
り
で
な
く
創
意
工
夫
さ
れ

た
も
の
や
消
防
防
災
の
分
野
で
活
用
が

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
作
品
消
防
防
災
機
器
の
改
良
・

開
発
事
例
・
消
防
防
災
に
関
す
る
論
文

締
切
日
月
況
日
⑥

※
詳
し
く
は
、
消
防
庁
消
防
研
究
所
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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聴加古十八銀行
大村支庖 西大村支庖
大村市本町397-8 諏訪支庖
曾095河 2・3171竹松支庖¥!， 

気がつけは、いつ宅を之巴
フレッシュな希望を胸に、

はつらつと歩み続けるあなたを

優しく見つめていたい。

気がつけば、いつもそばにいる…

そんな温かい存在であり続けたい。

大切にしたい心と心



市役所

公53-4111(代表)

然厳建五~安コ/ター(仮称)
の愛称を募集中11

平成10年オープン予定のスポーツ・文化複合施設、
「体育文化センター(仮称)J (市役所横)の愛称を募集しています。
応募要項
はがきに①愛称 1点②簡単な説明③住所④氏名(ふり
がな) ⑤年齢⑥電話番号を明記のうえ、応募してくだ

さ~ '¥0応募点数に制限はありません。だれでも応募可。

締切 9月30日(州 (当日消印有効)

発表 10月下旬 入賞者に通知します。

賞 最優秀賞… 5万円 問い合わせ・応募先

佳作3点…各 1万円
(入賞者が中学生以下の場合は相当額の図書券)

大村市教育委員会文化課 「体育文化セン
ター愛称募集」係 玖島1丁目25番地

市営住宅入居者

種目リ 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

東諏訪 2 3 K 16，400・23，200

1 4"1" 松 2 3DK 

種 城 1 3DK 

松並第 1 1 3DK 

?由 回 1 3DK 

2 原 口 1 3DK 

種 松並第 1 1 3DK 

植 松 1 2DK 

2種の植松アパートは単身入居可能住宅です。

申込期限 9月10日制

12，000 

25，200 

30，000 

12，000 

19，200 

23，000 

18，500 

抽選日 9月19日後)、午前10時30分
入居日 10月1日(水)
申し込み・問い合わせ 建築課

県営住宅入居者

募集住宅案内書配付 9月2日(刈~

申込期間 9 月 9 日 (火)~11 日 (木)

抽選日 9月16日(火)

申込および用紙配付場所並びに問い合わせ

長崎県住宅供給公社大村事務所

県営パスターミナル2階東三城町6・1

(ft@ 6 8 2 5) 

市臨時職員・パート職員
登録者募集11

勤務場所・職種

①市立保育所(パート職員)

[職種]保母

②健康増進課(パート職員)

[職種]保健婦(士)、看護婦(士)、理学療法士

③市立病院(臨時職員)

[職種]看護婦(士)、准看護婦(士)

住居要件 市内にお住まいの人

申込方法 市販の履歴書に写真貼付のうえ、免許
証または資格証明書のコピーを添付し
て人事課まで申し込んでくださ~'¥ 0 申
し込みの際、簡単な面接を行いますの
で、書類は本人が持ってきてください。

申し込み 随時

問い合わせ 人事課(内線27 2) 

「わたし きっとできると 思いますj

9月は障害者雇用促進月間

障害の壁を越えて共に働く社会の実現には、障害者自

身の職業的自立への努力に加え、事業主の皆さまおよび

一緒に働く皆さまの理解と協力が不可欠です。

これを機に、障害者の雇用問題に関心を持ち、更に理

解を深めてください。

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の飼育・持ち
込みはできません。 問い合わせ ハローワーク大村 (ft②86 0 9) 

;二二二豆ごラヲE空j白玄杢孟三子五¥1t亘Z
デfアラフラヲ大村

ご予約・ご相談はお気軽に

:島54・3唱3唱
大村市幸町25-30

-16 -



市役所

公53・4111(代表)

ス
ポ
ー
ツ

川
月
山
川
日

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

各
地
区
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

チ
l
ム
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

場
所
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

H
市
営
野
球

場
・
補
助
グ
ラ
ン
ド
、

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
H
市
民
体
育
館
・
大
村
小
学
校
体
育

館
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
H
大
村
高
校
体
育

館
、
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
H

ふ
れ
あ
い
健
康

広
場
(
市
立
病
院
跡
地
)
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
H
市
営
陸
上
競
技
場

(
大
村
園

芸
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド
)

※
な
お
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
出

7月27日に開催された 「全日本少年
剣道錬成大会jに出場。みごと優勝さ
れ報告に訪れた大村剣道協会・微神堂
の各チームの皆さん (8/6.市役所)

場
チ
l
ム
は
現
在
、
予
選
中
で
す
の
で
、

次
回
掲
載
し
ま
す
。

※
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
ゲ
l
ト
ボ
l
ル・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
オ
ー
プ
ン
競
技

で
す
。
チ
ー
ム
単
位
で
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限

9
月
お
日
同

第

5
ロ

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
ォ

i
ク

ラ
リ
!
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

対

象

健

康
な
人
、
学
童
は
保
護
者
同

伴
、
先
着
千
人

期
日
目
月
四
日
目

コ
I
ス
陸
上
競
技
場
|
琴
平
ス
カ
イ

パ
1
ク
|
陸
上
競
技
場

参
加
料

1

人
5
0
0
円
(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

当
日
徴
収
し
ま
す
の
で
釣
銭
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

第87回高等学校テニス選手権大
会・第32回全九州高等学校テニス競
技大会の出場報告に訪れた向陽高校
テニス部の皆さん (7/17・市役所)

申

込

期

限

9
月
お
日
@

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
保
険
の
関
係
上
、
日

月
1
日
側
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
野
球
大
会

1野
・球
内協
訴恩~
q問、~

3 
7連

立田

(合
⑬
4
1
1

期

日

目

月

5
日
間

会

場

市

営
球

場

チ
I
ム
編
成
町
内
単
位
ま
た
は

職
域
、
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会
登
録
選

手
は
1
チ
l
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き
ま

す
)

参
加
料

5
、
0
0
0
円

代
表
者
会
議
・
抽
選
会
9
月
お
日
⑥

野
球
場
本
部
席
・
午
後
6
時

申
込
期
限

9
月
四
日
俗

ナ
イ
タ
ー
拙
選
会
の
抱
選

臼
と
会
場
が
変
わ
り
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

日
月
分
:
・
9
月
2
日
間
、
市
役
所
第
7

会
議
室

FJ置んはム，
第12回九州小学生バレーボール男
女優勝大会の出場報告に訪れた鈴田
クラブ(男子)チームの皆さん (7/
25・市役所)

第

4
固

琴

の

海

杯

西
巴
本
選
抜
重
い
す
ツ
イ
ン

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1
5
5
)

脳
性
ま
ひ
・
頚
椎
損
傷
な
ど
重
度
の

障
害
が
あ
る
方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
ゴ
ー
ル
を
2
つ
増
や
し
、
ル
ー
ル
も

工
夫
さ
れ
た
車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
今
年
も
、
西
日
本
各

地
か
ら
の
参
加
チ
1
ム
を
得
て
、
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の

方
々
の
真
剣
な
プ
レ

l
は
、
健
常
者
の

方
々
に
感
動
と
共
感
を
与
え
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
多
数
の
応
援
、
観
戦

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

9
月
幻
日
出
、
午
後
零
時
ぬ
分

1
5
時
・

9
月
お
日
間
、
午
前
9
時
却

分
j
午
後
1
時
日
分

場
所

市
民
体

育
館

全国中学生大会・九州中学生大会
の出場報告に訪れた各中学校の選手
の皆さん (8/4.市役所)

タメ188仮)J吉原lllti北が玄8・lJi全才一プシf
仮居舗での営業中は、伺かとご不便をお掛け致しましだ。

居舗新築を進めておりましだ大村支屈は、いよいよ9月8日|こ開屈の運びとなりましだ。
当日は、Jらばかりの記念品をこ、用意して、行員一同皆様のこ、来屈をIらからお待ちしております。

お気軽にお立寄りください。

。蚕詰銀行大村支庖 宮52-3181大村市東本町2番地4

-17-



市役所

ft53・4111(代表)

J
v

』
窓
吋
・
北
e

4
E
B
1

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

すき

社
会
福
祉
基
金
へ

V
今
里
書
亀
(
久
原

1
丁
目
)
却
万
円
V
山
本
マ
ツ
エ
(
池

田
1
丁
目
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
田
正
喜
(
小

路
口
町
)

7
万
円
V
中
村
武
豊
(
諏
訪

3
丁
目
)
却
万
円
V
松
尾
勝
昭
(
竹
松

本
町
)
日
万
円
V
坂
上
勝
之
(
西
部
町
)

日
万
円
V
鐘
ケ
江
和
徳
(
竹
松
町
)
金

一
封
V
小
原
光
雄
(
大
分
県
別
府
市
)

日
万
円
V
原
栄
子
(
久
原
1
丁
目
)

5

万
円
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ヘ
V
今
里
政
彦

(
兵
庫
県
西
宮
市
)
叩
万
円

。
一
般
寄
付

清
和
国
へ
V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
小

下
一
義
・
末
、
水
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
岸
川
政
一

U
舞
台
幕
(
日
万
円
相
当
)

慈
恵
荘

へ
V
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
寿

会
日
歌
・
踊
り
(
演
芸
)
訪
問
・
タ
オ

ル
・
石
け
ん
・
ー
万
円
V
赤
木
信
雄

(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い
す
磨
き
V
下
川

宣
義
(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い
す
磨
き

V
三
根
四
郎
(
片
町
)
ぞ
う
き
ん
V
西

大
村
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
日
ふ
れ
あ
い
演
芸
V
楠
啓
二
(
西
大

村
本
町
)
理
容
奉
仕
V
松
永
シ
ズ
エ

(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導
V
辻
み

ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導

(
敬
称
略
)

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
い
ほ
初
句
評

隆
夫
(
寿
古
町
)

5
万
円
V
高
稲
凱
紀

(
諌
早
市
栄
田
町
)
理
容
奉
仕

泉
の
里
へ

V
九
州
花
王
販
売
長
崎
支

庖
H
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
V
永
測
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う
V
登
貴
和
木
会
U
奉
仕
V

清
水
由
希
子
(
武
部
町
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
V
大
村
市
古
賀
島
沖
引
ロ
つ
教
会
ぶ

ど
う
の
会
H
奉
仕
V
渋
川
清
作
(
久
原

2
丁
目
)
電
動
車
い
す
V
み
つ
る
グ
ル

ー
プ
H
お
し
ぼ
り
V
立
正
佼
成
会
H
供

養
V
株
崎
義
春
(
三
城
町
)
叩
万
円
V

川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花
V
諌
早

芸
能
企
画
と
び
い
し
会
日
慰
問
V
蜘
九

州
ク
マ
リ
フ
ト
リ
1
万
円

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大

村
1
丁
目
)
童
謡
・
歌
謡
曲
・
読
み
聞

---9月のNゆ----，
市民相談コーナ (秘書広報課)ですべ
て無料で行っています。お気軽に己、相談く
ださい。

か
せ
交
流
V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し

ぼ
り
V
大
村
歌
謡
ク
ラ
ブ
リ
歌
謡
と
踊

り
の
交
流
会
V
冨
山
ア
サ
子
(
武
部
町
)

パ
ス
タ
オ
ル

大
村
子
供
の
家
へ
V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円
V
中
田
フ
ク
ヨ
(
長
崎
市
滑
石

5
丁
目
)

5
万
円
V
手
作
り
の
会
ぐ
り

ん
ぴ
l
す
H
1
万
5
、

2
2
4
円
V
谷

本
康
子
ほ
か
5
人
(
杭
出
津
2
丁
目
)

す
い
か
・
花
火
V
つ
く
も
食
品
僻
H
納

豆大
村
パ
i
ル
ハ
イ
ム

へ
V
み
つ
る
グ
ル

ー
プ
H
お
し
ぼ
り

ワシシトシヤシの本の枝打ち奉仕

ありがとうときいました

枝
打
ち
の
奉
社
詐
業
を
さ
れ
た
の
は
、
術
九
電
工
大
村

営
業
所
(
増
本
剛
蔵
所
長
)
の
別
人
の
皆
さ
ん
。
休
日
を

返
上
し
て
の
奉
仕
作
業
で
す
。

強
風
が
吹
く
と
、
枯
枝
が
落
ち
て
危
険
だ
っ
た
市
役
所

構
内
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ヤ
シ
の
木
も
、
高
所
作
業
車

5
台
に

よ
る
枝
打
ち
で
ス

ッ
キ
リ
と
な
り
ま
し
た
。¥
JA

州国
~

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けは
いたしません)。
ー-----ー・圃・圃・・・・・・ーー・欄.帽---帽._-帽-_..1

(4木日) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

1(2金日) 行政相談 9:30-'--12:00 

1(水7日) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

22日
交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

(月

2(4水日) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

2(6金日) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

健康テレホンサービス
宮 (095)826-5511

(市役所・ 8/2)

月 卜，DLコレステロールの話

9 火 お年寄りのリウマチ
月
フk食物とミ子どものアレルギーの

フー 木 めまいのきっかけ

マ 金 {ダメ。ゼッタイj脳を壊す賞醒剤の恐怖

土-日 性~的{不満感足症がj得でらはれなないかいとお悩みの方に~

9月の競艇

• 1日・ 2日 モーターボート
記念競走場外発売

• 12 日 ~17 日 GI海の王者
決定戦開設45周年記念競走

.23 日 ~28 日

日本財団会長杯争奪戦競走

九州ガス制大村支庖
ft53-3320 

~18 ~ 

ヲヵグ~Ji(
開催間近//===

平成 9 年10月 24 日 (金)~26 日 (日) 3日間
九州ガス株)大村支居構内

長

C
λ
J
-
」

シ
」
少
」



9月の健康カレジター
1伺目 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 3歳児健康診査 市コミセン

⑮血圧測定体脂肪測定ほか ⑧13:00-13:30 ⑧平成6年3月生まれ(平成5年

乳⑧幼児すくすく健康相小談育児児が福相ん竜言出神張身経所長芽体) 
18日 9月-6年2月生まれでまだ受けていない人も受診

2目 13 :30-15: 00 す⑮。 重の測検定査 。同
してくださp)⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

セットを渡しま 談

ω リハビリ教室「根気の会J 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-正午

福祉センター集合 10:00 ⑮ブドウ狩り
成人の健康相談 福祉センター 13: 00 -15 : 00 

38 マタニァイースクール~明日の親のための学級(4)"， ⑧⑮は5日と同様
中地区公民館 13:30-16 :00 

(水) ⑮母子健康子帳 19日
マタニティースクール~明日の親のための学級(5)'" 

1歳6か月児健康診査 市コミセン 自齢
夜の部[お対ん出番ですよPART.2j 中地区公民館 18:30-20:00 

48 ⑧l3:00-l3: 30 ⑧平成8年2月生まれ(平成7 ⑮父親赤ちゃん人形での沫浴実習ほか
年9月-8年1月生まれでまだ受けていない人も受診し

'*) てくださp)⑮母子健康手帳・問診票・タオル・母子20日
共現在使用中の歯ブラシ

佳)
耳とことば、の相談 福祉センター 13 :00-15:00 

5白島目 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 当番医
⑮40歳以上 ⑮血圧測定 218 (内・小) 中村医院 東本町 宮@2733

78 当番医 (目) (耳・咽) わたなべ耳鼻咽喉科医院杭出津2丁目n@2003
(内・呼) ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 n@5000

(目) (外・整)むたクリ ニック 古町2丁目 n@4501 ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

88 
ことば、の教室 市役所第8・9会議室 ⑧⑮拡8日と同様
9:30-16:00 (初めての人は、市・健康増進課まで

冊
電話で申し込んでくださp) 22日健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30
⑮母子健康手帳@ことばの発達が気になる幼児 何 @血圧・コレステロール・貧血・肥満などが気にな

乳幼児すくすく健康相談 月福児祉(1セ?食iン紅時タ品保官主将持高野) 
る人、介護面の相談(訪問指導・市訪問リハビリ・リハ

9目 ⑧9:30-11:00⑧3-4か) ビリ教室・保健福祉サービスについての相談合む)、

⑧13:30-15:00⑧10か月児以上 体脂肪測定など⑮健康手帳ω 
⑮子ども用の歯ブラシ(使用中のもの)または

23日当番医ガーゼがあれば持参してください
(外・内)渡辺医院 松原1丁目 E⑮8275

1側1日 1歳 6か月児健康診査 市コミセン ~・栂 (外) 山下外科医院 西二城町 宮@7122

⑧13:00-13 :30 ⑧⑮は4日と同様

24日マターアイースクール~明日の親のための学級(7)'" 1歳 6か月児健康診査 市コミセン 中地区公民館 13:30-16:00 
⑧13 :00-13:30 ⑧⑮は4日と同様 (水) ⑮母子健康手帳 スラックス

12日 マタニティースクール~明日の親のための学級(5)'" 288 3歳児健康診査 市コミセン ⑧13:00-l3:30 
⑥ 夜の部「お父さん出番ですよPART.1j 中地区公民館 18:30-20:00 (!) ⑧⑮は18日と同様⑧新婚夫婦・妊婦と夫乳児の父母

⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医 28日当番医
14日 当番医 侶)

(内・呼)おおつか内科医院西三城町 宮⑬8080
(内・小)与那城医院 池田新町 n@5575 (整) 松永整形外科医院西大村本町宮⑬5864

(日 (耳・咽)下山耳鼻咽喉科医院原口町 n@0648 

30日
15日 当番医

リハビリ教室「根気の会」 福祉センタ一集合

(外・胃) 中国外科胃腸科 古賀島町 宮⑪0083 ω 9:00 ⑮リハビリ交流会(川棚)
侶・初 (産) 大村中央産婦人科水主町2丁目宮@3850 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

18日 乳⑧幼9児:3す0-くすく健康相談 鈴田神出張経所芽 ⑮…持ってくるもの
11: 00 ⑮小児がん(14Jk&clf)の検l相査説 当番医の診療時間 9:00-18:00 ω セットを渡します。身長体重測定育児談

9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3
期
)
の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
近
く
の
金
司
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

へ
来未ふれあって

大村駅前支庖

西大村支庖

19-

TEL 52-2111 

大村支庖

竹松支庖

大村市本町326番地

②面温空



わ
が
ま
ち
自
慢

「
大
村
ず
し
は
、
誰
に
で
も

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
全
国
に
広

げ
て
も
ら
い
た
か
」
と
話
さ
れ

て
い
る
の
は
、
武
部
町
の
朝
野

富
喜
さ
ん
。
朝
野
さ
ん
は
、
長

年
市
内
で
大
村
ず
し
の
作
り
方

を
教
え
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
基

地
な
ど
が
あ
り
転
勤
族
も
多
く

公
民
館
が
開
く
「
転
入
奥
様
講

座
」
で
指
導
し
た
り
、
高
校
の

家
庭
科
で
も
生
徒
た
ち
に
教
え

て
い
ま
す
。
朝
野
さ
ん
が
作
る

大
村
ず
し
は
、
大
村
藩
の
お
食

• 
再
発
見
1
・

膳
係
の
家
に
生
ま
れ
た
祖
母
が

作
っ
て
い
た
、
米
一
升
に
酢
一

合
、
砂
糖
三
合
と
い
う
割
合
だ

そ
う
で
、
炊
き
立
て
の
ご
飯
に

砂
糖
を
ま
ぜ
て
、
す
し
飯
に

「
照
り
」
を
出
す
、
ま
た
、
他

の
地
域
に
比
べ
砂
糖
が
多
い
の

が
特
徴
。
長
崎
は
対
外
貿
易
が

盛
ん
だ
っ
た
た
め
他
の
地
域
よ

り
砂
糖
が
入
手
し
や
す
く
高
価

だ
っ
た
の
で
最
高
の
も
て
な
し

だ
っ
た
の
で
は
。
料
理
に
甘
味

が
足
ら
な
か
っ
た
時
な
ど
「
長

崎
ん
透
か
」
「
砂
糖
屋
が
遠
か
」

な
ど
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。大

村
ず
し
め
油
来
は
、
時
代

領
主
、
大
村
純
伊
が
、
有
馬
勢

と
の
戦
い
に
敗
れ
、

唐
津
の

加
々
良
島
に
落
ち
の
び
て
か
ら

領
地
を
取
り
戻
し
た
時
、
領
民

た
ち
が
喜
び
、
持
ち
寄
っ
た
野

菜
や
魚
な
ど
を
、
も
ろ
ぶ
た
に

の
せ
押
し
ず
し
を
つ
く
り
そ
れ

を
脇
差
し
で
切
っ
て
食
べ
た
の

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

i
シ
リ
ー
ズ
川
w
i

す
。昔
は
、
白
身
の
魚
以
外
に
ふ

き
や
タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ
た
武
家

風
、
か
ま
ぼ
こ
や
干
ぴ
ょ
う
を

い
れ
た
商
家
風
、
干
ぴ
ょ
う
の

代
わ
り
に
干
大
根
な
ど
を
使
っ

た
農
家
風
な
ど
の
区
別
が
あ
っ

た
り
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
味
付

け
や
具
の
入
れ
方
も
違
い
ま
す

が
、
錦
糸
卵
を

一
番
上
に
敷
く

こ
と
、
そ
し
て
、

全
体
的
に
砂

糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
甘
味
を

強
く
す
る
点
は
共
通
し
て
お

り
、
今
は
干
ぴ
ょ
う
や
シ
イ
タ

ケ
・
フ
キ
・
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の

具
の
ほ
か
に
、
季
節
の
旬
の
野

菜
な
ど
も
使
い
ま
す
。
最
後
に
、

朝
野
さ
ん
は
、

「最
近
の
子
供

た
ち
は
、
野
菜
を
食
べ
な
い
の

で
、
野
菜
を
小
さ
く
刻
ん
で
食

べ
さ
せ
て
ほ
し
い
、
伝
統
の
食

だ
か
ら
年
1
回
ぐ
ら
い
は
作
っ

て
ほ
し
い
。
大
村
ず
し
は
、
芸

術
品
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

包
附
@
4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

とものふき

朝野富喜さん (武部町)(' 

⑥ 包母タイ~ヨガサークル

朱夏
口に当てはまる文字を答えてください。

私たちの宣活をいろいろな面で支えている政

治には、国の政治と地方の政治がありますが、

いずれも私たちの代表者によって行われています。

国や地方の政治の内容を決めるのが私たち国民(住

民)ですので、私たちの意見を政策として政治

に正しく反映できる、立派な代表者を選ぶこと

が大切です。この代表口を選ぶ手続きが「選挙J
です。 I選挙は民主政治の墓盤であるJと言わ
れるのは、このためです。

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
側

応募要領・問い合わせ
はがきに答と住所・氏名・年齢・電話番号を書いて、

干856玖畠1丁目25番地市選挙管理委員会事務局へ。

9月20日(土)当日消印有効
※正解者5人に記念日を贈呈します(正解者多数
の場合は抽選。当選者の発表は発送をもって力、

えさせていただきます)0 8月号の正解(選)

応募締切

.-1 -'&命'‘...~
"からだほぐし"にきませんか。縮んだ部分や
日頃伸ばさないところを仰ばし、トレー二ングを
続けることによって筋肉痛も起こらなくなります。
ヨガは美容のためだけでなく、 J~\身の健全なバラ
ンスを取ることで病気や老化を予防します。

日時毎週水曜日、午後5時30分~
場所福祉センター
会費 3，500円
問い合わせ永野 (ft②65 3 3) 

広
告
代
理
屈
/附

大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

j 
J 

8月1日現在
( )内は前月比

20 -

世帯数 27;732
(+3) 

女 42，304
( +4) 

男 39，272
(+103) 

人口 81，576 
(+107) 
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